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⽇本国際問題研究所
2024年度総合事業：経済安全保障の観点から我が国の強みや
脆弱性を踏まえた、望ましい国際経済環境のあり⽅

≪成果①≫
新規性・新たな知⾒

成果を集約し、 展望と⽇本外交への提⾔を含む『戦略アウトルック』を発表

経済安全保障研究会
「相互依存の武器化」の進展に伴い、経済ネット
ワークと地政学リスクの評価⽅法の必要性を指摘。
経済相互依存に関連する「経済制裁」について、対
ロ経済制裁の効果とロシアの適応戦略、国際⾦融シ
ステムへの影響等の議論が展開された。
「先端技術と安全保障」研究会
経済安全保障を含む安全保障の観点から、サイバー
セキュリティ分野での⽬標や官⺠連携の在り⽅等に
つき、政官財学及びシンクタンク間での議論を促進。
⼈⼯知能、フィンテック及び量⼦科学技術を含む新
興技術の活⽤について議論が展開され、⽶国や中国、
ロシアに関する最新の動向につき知⾒が深められた。

経済安全保障分野を代表する有識者との連携
• アブラハム・ニューマン・ジョージタウン⼤学教授
• タイ・ミン・チェン・カリフォルニア⼤学教授
• ワシリー・カシン・ロシア国⽴研究⼤学経済⾼等学院
• トム・キーティング・英国王⽴防衛安全保障研究所CFS

所⻑
• ナビン・ギリシャンカー・⽶戦略国際問題研究所

（CSIS）経済安全保障技術部⻑

企業と連携
IBMとの共催シンポジウム、TGDでの分科会

経済安全保障分野を代表する有識者との連携
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• トム・キーティング・英国王⽴防衛安全保障研究所CFS

所⻑
• ナビン・ギリシャンカー・⽶戦略国際問題研究所

（CSIS）経済安全保障技術部⻑

企業と連携
IBMとの共催シンポジウム、TGDでの分科会
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専⾨性の⾼い最新情勢の分析・政策提⾔を⽇英両⾔語で分かりやすく発信

≪成果②≫ 
機動的な内外への発信
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「国問研戦略コメント」・「国際問題」・
「メディア出演」

• 「中国産EVに対する追加関税」の分析をタイ
ムリーに発出。

• インドの経済・安全保障の動向の質の⾼い分
析。

• ⽇経新聞、Nikkei Asia、NRC（蘭）等のメ
ディア出演。

「国問研戦略コメント」・「国際問題」・
「メディア出演」

• 「中国産EVに対する追加関税」の分析をタイ
ムリーに発出。

• インドの経済・安全保障の動向の質の⾼い分
析。

• ⽇経新聞、Nikkei Asia、NRC（蘭）等のメ
ディア出演。

「英語による発信」
• AJISS-Commentary、戦略アウト

ルック等を英語で発出。
• ポーランド国際問題研究所、ハ

ドソン研究所、ドーハ・フォー
ラム、⽇⽶安保セミナー等への
登壇。

「英語による発信」
• AJISS-Commentary、戦略アウト

ルック等を英語で発出。
• ポーランド国際問題研究所、ハ

ドソン研究所、ドーハ・フォー
ラム、⽇⽶安保セミナー等への
登壇。

「ウェビナー・シンポジウム開催」
• 経済安全保障ウェビナーの開催
• 第6回東京グローバルダイアログ
（TGD6）では、企業と連携して、①
経済安全保障、②偽情報、③新興技術
と現代戦の３つのセッション開催。

「ウェビナー・シンポジウム開催」
• 経済安全保障ウェビナーの開催
• 第6回東京グローバルダイアログ
（TGD6）では、企業と連携して、①
経済安全保障、②偽情報、③新興技術
と現代戦の３つのセッション開催。
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海外主要シンクタンク・有識者との活発な意⾒交換・ウェビナー開催により

グローバルな知的ネットワークの構築と対外発信

≪成果③≫ 
シンクタンク・有識者

との連携（発信を含む）

駐⽇⼤使館等からの各種照会・情報提供依
頼への対応を通じた貢献等。

駐⽇⼤使館等からの各種照会・情報提供依
頼への対応を通じた貢献等。

• 偽情報分野では、台湾、チェコ、中部アフリ
カ、⽶国など幅広い地域の有識者や報道関係

者と意⾒交換。
• ブラジルの国際関係センターやシンクタンク

FGVとの意⾒交換。

• 偽情報分野では、台湾、チェコ、中部アフリ
カ、⽶国など幅広い地域の有識者や報道関係

者と意⾒交換。
• ブラジルの国際関係センターやシンクタンク

FGVとの意⾒交換。

「海外シンクタンクとの連携」

 英国王⽴防衛安全保障研究所（RUSI）と
のパートナーシップ強化。

⽇英サイバーセキュリティ協⼒に関するレポートの共同発表
対ロ制裁に関する専⾨家ラウンドテーブルを共催

 ⽶戦略国際問題研究所（CSIS）と「第31
回⽇⽶安保セミナー」を共催。

「海外シンクタンクとの連携」

 英国王⽴防衛安全保障研究所（RUSI）と
のパートナーシップ強化。

⽇英サイバーセキュリティ協⼒に関するレポートの共同発表
対ロ制裁に関する専⾨家ラウンドテーブルを共催

 ⽶戦略国際問題研究所（CSIS）と「第31
回⽇⽶安保セミナー」を共催。

「ドーハ・フォーラム」
⽇本、⽶国、欧州、中東地域の有識
者とともに経済安全保障のパネル

セッションを共催。

「ドーハ・フォーラム」
⽇本、⽶国、欧州、中東地域の有識
者とともに経済安全保障のパネル

セッションを共催。

「合同研究会」
• 「ウクライナ戦争後のロシアの地経学戦略のシフト」

講師
タイ・ミン・チェン・カリフォルニア⼤学教授

ワシリー・カシン・ロシア国⽴研究⼤学経済⾼等学院

• 「昨今のロシア・中国に関する経済制裁と先端技術」
講師

トム・キーティング・英国王⽴防衛安全保障研究所CFS所⻑
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